
【取組内容】 第5学年社会科における個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

春日市立白水小学校（福岡県）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【５年生 社会科「自然災害とともに生きる」】
「調べる災害の種類」、「調べる計画」、「学習方法」などを児童が選択し、学習問題を追究していく場面での主な手立てと成果
□…手立て、○…成果

１．「学習方法」の選択 ２．「単元計画表」の提示 

□学習問題の解決に向けて、

【資料１】の学習方法を選択

し、自己解決（個別最適な学

び）と学び合い（協働的な学

び）を一体的に進めながら自

分の考えを深めていく。 

○自己解決と集団解決の境目を

なくすことで、最後まで考え続

けたり、共に解決方法を考えた

りするなど学習活動を自己調

整し、児童が主体的に個別最適な学びと協働的な学びを進めることができた。 

□「見通す」段階で、学習問題に対する予想と

調べる計画を立て、単元計画表を提示する

ことで、個別で調べを進めていけるよう主体

的な学びを促す。 

○「見通す」段階で、主体的に自己選択・自己  

決定をすることができた。 

○単元のゴールを示すことで、単元目標に向

かって、一貫性をもった主体的な学びがで

きた。 

３．「ルーブリック」の活用 ４．「きらきら宝箱」の活用 

□児童が自ら学習方法を選択し、自  

ら学びを進めていくために、【資料 

３】のルーブリックを活用して、自ら 

の学びをどこまで高めるかを考 

え、振り返りで到達できたかどうか 

を考える際に生かす。 

○児童がルーブリックをもとに自

己評価を行い、表計算シート

を用いて、到達度を時間ごとに記録し、自ら振り返りを記録していくことで

指導と評価の一体化が可能となった。 

□「自然災害とともに生きる」の小単   

元のきらきら宝箱【資料４】を作成  

し、児童の主体的な学習問題解決  

に 活用できるようにする。 

○既習学習を振り返ったり、学びの蓄 

積を行ったりする等、スタディログと  

して活用することで、個別最適な学 

びと協働的な学びが一体化した学習活動が可能となった。 

○自分の選択した災害について、主体的に調べて学ぶことができ、さらに、個別最適 

な学びを進めることができた。 

 

【ルーブリック】 

A:自然災害と地形や気候との関係，及び，自然災

害とその対策について，誰が，何のために行っ

ているのかを関連付けてまとめることができる。 

B:自然災害と，地形や気候についてまとめ，様々

な対策や事業についてまとめることができる。 

C:自然災害や様々な対策や事業について調べ，

記述することができる。 
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【学び方】 

・１ で 
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・ 生と 

【調べたことをまとめる方法】 

・学習 ー      ・     
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【資料 1】 学習活動の選択肢 

【資料２】 単元計画表 

【資料４】 きらきら宝箱 

【資料３】 ルーブリック 


	スライド 1

